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３．事業の実施状況 

 

事業の区分 １．地域医療構想の達成に向けた医療機関の施設又は設備

の整備に関する事業 
事業名 【No.1-1（医療分）】 

地域医療機能強化特別事業  

【総事業費】 
566,443 千円 

事業の対象となる区域 府全域 
事業の実施主体 医療機関、病院協会 
事業の期間 平成 31年 4 月 1日～令和８年 3月 31 日 

☑継続 ／ ☐終了 

背景にある 

医療・介護ニーズ 

京都府において、地域医療構想の実現のためには各医療機関によ

る「地域の実情に応じた病床の機能分化」を円滑に進めることが

求められている。 

アウトカム指標： 

アウトカム指標：令和 7 年（2025 年）における医療需要に対す

る必要病床数の確保（回復期病床） 

H27 2,462 床 → R7 8,542 床  

事業の内容（当初計画） 地域医療構想の理解促進など医療機関や病院協会による病床機

能転換に向けた環境整備の取り組みや、病床転換を行った医療機

関の施設・設備整備及び機能転換後の医療機関が行う人材養成等

に係る経費を支援する。 

アウトプット指標 

（当初の目標値） 

急性期病床、慢性期病床から回復期病床（地域包括ケア病棟）へ

転換した医療機関数 

（令和元年度予定 ６医療機関） 

アウトプット指標 

（達成値） 

－ 

事業の有効性・効率性 アウトカム指標：－ 

（１）事業の有効性 
 － 
（２）事業の効率性 
 － 

その他 Ｒ４ 事業実施なし 
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業 
事業名 【No.4-10（医療分）】 

医療従事者確保推進事業  

【総事業費】 
65,243 千円 

事業の対象となる区域 府全域 
事業の実施主体 京都府 
事業の期間 平成 31年 4 月 1日～令和７年 3月 31 日 

☑継続 ／ ☐終了 

背景にある 

医療・介護ニーズ 

京都府は人口当たりの医師数が全国一であるが、京都・乙訓圏域

以外は全国平均を下回る等、医師の地域偏在や診療科目の偏在が

あり、特に、北中部地域での医師確保が喫緊の課題である。 

アウトカム指標：北中部地域での人口 10万対医師数の増加 

   H30     R2 

丹後：178.3 人 → 189.6 人 

中丹：220.7 人 → 221.0 人 

南丹：186.8 人 → 194.2 人 

事業の内容（当初計画） 地域医療に従事する医師のキャリア形成の支援と一体的に医師

不足病院への医師の配置等を行うため、地域医療確保奨学金の貸

与を行う。 

アウトプット指標 

（当初の目標値） 

貸与者数 9 名 

アウトプット指標 

（達成値） 

R4 貸与者 13 名（地域枠７名＋地域医療枠４名＋一般枠２名） 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1年以内のアウトカム指標： 

   H30      R2 

丹後：178.3 人 → 201.9 人 

中丹：220.7 人 → 227.5 人 

南丹：186.8 人 → 187.4 人 

（１）事業の有効性 
本事業により、地域医療に従事する若手医師を確保し、府内で

勤務する医師の確保・養成に繋げることができた。 
（２）事業の効率性 
 府ホームページを活用し、広報にかかる費用を抑制。また府が

主体となることにより、医師不足地域を含めた府全域の医師確保

を総合的に調整することができた。 
その他  

 


